
妙願寺のオハツキイチョウ( 第 2 報)

金 沢 竜

加古川市東神吉町升田の妙願寺境内に生育するオハ I

ヅキイチョウについては、既に本誌第 3 巻第 4 号に発
見の経緯と形態の概略について報告したが、今回はそ
の後の継続観察の結果を第 2報として発表したいと思
う。

イチヨクの雌木は約鈎年たつと銀杏がなり始め、 50
年- 1∞牛たつと銀杏が多くっき、さらに 2∞年-500
年たつとますます銀杏が多くできる。そしてイチョウ
の木は、なかなか老衰しないもので福岡県には、樹齢
18∞年と推定されるものさえある。この点、妙願寺の
オハザキイテヨワは樹齢70年余りでまだまだ若く、
1956年12月 6 日の発見当 R に測定した幹聞は、地上
1. 5 mのところで187cmであったが、 1958年11月28日
測定したところ192cm になっていた。 2年間に幹囲が
5 c m も肥大しており、生育極めて旺盛でこれからが
楽しみである。しかも葉上に銀杏をつける奇形葉が多
くでき、後述の通り昨秋 5 回の採集だけでも樹下に落
下していた御葉付き銀杏は 724葉もあった。このこと

これは既に天然記念物に指定されているオハツキイ
チョウ 7 件のうち、最も有名な山梨県南巨摩郡身延町
の本国寺と上沢寺のオハヅキイチョヲ( どちらも昭和
4 年 4 月指定) と同程度であって、他の天然記念物と
指定されたオハツキイテヨクでは、御葉付き銀杏が僅
かに数十薬から数百棄に過ぎない。上沢寺では御葉付
き銀杏を一つ残らず収拾して、そのうち形態の整った
ものを安産妙符として広く全国の日蓮信者に分っとの
ことである。

1  . 雌花の変異調査
1958年 5月17日妙願寺のオハヅキイチョウの樹下

に、丁度小さなマッチの軸でもパラ撒いたように無数
に落下している雌花を掃き集め、総数 15564本につい
て、 JIE珠数の変異と形態変化を調査した。

(1) 匪珠数の変異語査
先ず雄花の花梗( 大胞子嚢托〕に着生している匪珠( 大

から考えると樹上に生育するすべての御葉付き銀杏| 胞子嚢) の数の変異を調査した結果次のようになった。

第 1 表旺珠数の変異

計

花 梗 制 114947 I  15564 

同 上 %  1  2.15 196 .04 1 1. 39 1  0.37 1  0.03 100% 

この表が示すように花梗上に佐珠 2個をつける正常| 次に雌花の花梗( 大胞子嚢托〕の形態変化について調
のものが大部分で、全体の9 6 %を占めている。 i査したが、分岐の状態は第 1図に示す通り実に多種多
しかし 1 ・3 ・4個のJIE珠をつけるものや、さらに僅| 様である。第 1図の1・2は先端に 1個の妊珠をもつも

かではあ' るが 5個、 6偲の妊珠を着生するものがある| のである。 3 - 5は 2庇珠のものであるが、 3 のものが
ことは、普通のイテヨクにはみられない変異に富んだ 1.正常で最も多く、 4 - 5のよう化 2分岐しているものも
ものと言える。 I若干認められた。 6-12は 3匠珠のもの、 13-17は 4
このうちJIE珠が 1個のものと 3個以上のものは殆ん| 妊珠、 18-21は 5医珠のもので、 21のように著しく下
ど成熟せず、銀杏として秋期に結実するものは 2偲の| 方より分岐してその頂端に 1個ずつの匠珠をつけるも
JIE珠を形成するもののみで、他は全部落下するものと! のが、4 I I 王珠以上のもので稀に認められた。さらに22
考えられる。そして 2個の匠珠をもつものは、そのう I- 2 5は 6庇珠をつけるもので、医珠はその数が増すに
ちの 1個だけが成熟して種子となる。これがいわゆる i したがって小形になる。
銀杏であって、他の 1個は不稔のジイナとなってしま| 今回の調査では以上 6JIE珠までしか認めることがで
う。しかし稀には 2 f I 壬珠が共に生育する場合もあっ| きなかったが、早稲田大学の向坂道治教授は、前述の
て、秋期に僅かながら採集することができた。 I山梨県本国寺のオハツキイチヨワの調査で14JIE珠のも
( 2 ) 雌花の形態変化の調査 | のまで認めておられる。
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1. 葉上銀杏の調査
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(I) 葉上銀杏の数の調査
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1958年 9 月25日妙願寺のオハツキイチョウについて| 次に周年11月16日より 12月5 日に至る問に前後 5回
葉上に銀杏を生ずる奇形棄の発育状態、を調査したとこ iにわたって、樹下に落下した葉上銀杏( 御葉付きの銀
ろ、第 2図に示すように、既に普通銀杏は大きく発達| 杏) を採集したところ総数 724葉を得た。これを採集
し、同一短枝上に御葉付きの銀杏および不稔の[ E 珠を| 日別に、葉上銀杏の数によって分類した。
つけた奇形葉が認められた。

第 2 表

1 0  ‘' 

長吉ア竺 1  2  3  4  5  言十

1958年 11 月 16 日 63 31 13 。 。 107 

11 月 24 日 113 70 17 2  O  202 

11 月 28 日 119 37 7  O  165 

12 月 4 日 104 31 15 1  152 

12 月 5 日 70 24 4  。 。 98 

メE二入E  計 469 193 56 5  1  724 

同 上 ア4 64.78 26.66 7.73 0.69 0.14 100% 

t e  、9 2 0  

上表のように、葉上銀杏の数についてみると、大部 iいる。次に葉上 2銀杏のものが26; 3 6で、葉上 1個及び
分は葉上に 1個の銀杏が生育するもので6 4 %に達して I 2個のもので全体の90; 7 ' ;を占めている。
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第 2図 短枝上の普通銀杏と葉上銀杏

次に薬上 3個以上のものは比較的少し葉上 5 銀杏
のものでは、 724葉中僅かに 1棄のみであった。また

一葉上3偲以上の銀杏をもつものは、概して生育が悪、
く、殊に 4個、 5個になると、 1-2個のものに比して
極めて小型で銀杏らしくみえないものが多い。

(2) 葉上銀杏と原基数との関係
次に葉上に銀杏の生育したものについて、その葉上
の大胞子嚢原基の数を調査して、御葉付き銀杏が原基
数と、どんな関係に生育するかを調査してみた。
このいろいろな場合をスケッテしたのが第 3 図で、

葉上に生育した銀杏の他に痕跡的なものが見られる
が、とれが不稔、の大胞子嚢原基である。
この場合棄上銀杏と原基数との関係をあらわす方法
として、便宜上不稔の原基の数を分母とし生育した銀
杏の数を分子においた分数であらわす方法をとった。
例えば 1葉上の 1個の原基が生育して銀杏となったも
のを弘とし、 2偲の原基のうち 1個が生育したものを
弘、 3個の原基がともに生育して銀杏になった場合を
% であらわすことにした。

a. 葉上1銀杏と原基数
葉上 1個の銀杏をもっ 469葉では、原基数との関係
は次のようであった。

。

5  

'0ζ輸

¥  
第 3 図 葉上銀杏と原基数
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第 3 表 葉上 1 銀杏と原基数ιぉ萱草; 1  1  1  1  1  1  計1  2  3  4  5  6  7  8  

11 月 16 日 5  15 20 16 5  2  。 。 63 

11 月 24 日 17 35 35 15 9  2  。 。 113 

11 月 28 日 4  13 47 38 12 3  1  1  119 

12 月 4 日 5  21 39 21 9  6  3  。 104 

12 月 5 日 7  26 22 10 4  1  o  。 70 

メ'"入 計 38 110 163 100 39 14 4  1  469 

同 上 %  8.10 23.46  34.75 21. 32 8.32 2.99 100μ 

上表でわかるように 3 原基のうち 1個が生育して銀| のものは僅かに 1葉のみで非常に珍しいものである。
杏になったもの即ち4のもの( 第 3 図の 3 ) が一番多 I b  葉上 2銀杏と原基数

1  ，0= _  .  ， 1 ，，，，，， _  I  く、次が のもの( 図の 2)、 (図の 4 ) ー( 図の 5 ) I  葉上に 2個の銀杏をもつものは総数 193棄で、原基"  4 、5
(図の 1 ) 、ι(図の 6 ) 、主( 図の 7 ) の順で土| 数との関係は次表のようであった。。 7 ' - ，-... -8  

第 4 表 葉上 2 銀杏と原基数

[ 五昌己銀撤 I ;  
2  

~原ー基一数一一ー 一2一 一3一 4  

7  

11 月 24 日 10 24 20 

11 月 28 日 4  8  14 

12 月 4 日 1  10 9  

12 月 5 日 5  5  10 

計 23 64 60 

同 上 %  11.92 33.16 31. 09 

この場合も葉上 1銀杏のものと同様に 3 原基をもつ
ものが最も多しこのうちの 2個が生戸した ? の
もの( 第 3図の 9 ) が64葉3 3 %、次が子( 図の10) 、
? ( 図の11) 、2(図の 8 ) 、? ( 図る問、手( 図
の均の瀬となる。さらに手のもの 1 葉を得たが、と
れも極めて珍しいものである。
図にも示したように、原基は葉の切れこみの底にで

2  2  2  2  2  計5  6  7  8  9  

2  1  1  。 。 31 

13 2  1  O  。 70 

10 。 。 。 1  37 

10 。 1  。 。 31 

2  1  1  。 。 24 

37 4  4  。 1  193 

19.17 2.07 2.07 。 0.52 1 0 0 %  

きるもので、原基数の多くなるにしたがって棄は縮小
し、こまかく分裂している o

C. 葉上 3銀杏と原主主数

葉上に 3 偲の銀杏をもつものは、 56葉あって次のよ
うに分類できる。



第 5 表ιぉ聖堂 3  
3  

11 月 16 百 3  

11 月 24 日 1  

11 月 28 日 。
12 月 4 日 2  

12 月 5 日 2  

メ<=1、 計 8  

同 上 %  14.29 

第 6 表

ぬ主塾 4  
4  

11 月 16 日 。
11 月 24 日 1  

11 月 28 日 。
12 月 4 日 1  

12 月 5 B  。
βロ、 計 2  

同 上 ア4 40 

葉上 3 銀杏と原基数

3  3  3  3  
4  5  6  7  

4  5  1  。
5  9  1  1  

2  2  2  1  

7  4  1  1  

。 。 1  1  

18 20 6  4  

32.14 35.72 10.71 7.14 

葉上 4 銀杏と原基数

4  4  4  4  
5  6  7  8  

。 。 。 心

O  。 。 1  

1  1  。 。
。 。 。 。
。 。 。 。
1  1  。
20 20 。

計

13 

17 

7  

15 

4  

56 

1 0 0 %  

4  計9  

。 。
。 2  

。 2  

。 1  

。 。
o  5  

o  I  1∞μ 

すなわち 5原基の
うち 3 個が生育し
た; ( 第 3図の16
) が最も多く、次
が与( 図の15) 、
ド図の14) で、

2(図の17)、手
(図の18) は比較
的少ない。

d. 棄上4 銀杏
と原基数

葉上に 4 個の銀
杏をもつものは極
めて少なく、僅か
5葉を認めたにす
ぎない。

以上妙願寺のオ
ハヅキイチョウに
ついて、雌花の変
異と葉上銀杏の調
査結果を述べた
が、まだまだ不充
分な点が多いので
引続き観察調査を
実施したい。
なおこの調査を

進めるに当って、
材料採集に心よく
御協力下さった妙
願寺住職岩階真将
師に厚く御礼申上

l  げます。また絶え
4 原基がすべて生育した手( 第 3 図の19) が 2 葉、 lず御激励を賜わり、種々御指導を戴いた森為三博士な

生生， ffが各 1 葉あったらみである。 iらびに室井縛先生に衷心より感謝の意を表じます。5' 6' 8  

e. 葉上 5銀脊と原基数
葉上に 5 個の銀杏をもつものは、 12月4 日の採集で3(第 3図の20) のものを 1個認めたにすぎない。 向坂道治
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